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普電第５４５M 列車は、時速 80km/h で運転中、線路内に立入っている警察官を発見し、

非常気笛吹鳴、非常ブレーキを扱い、防護無線を発報し停車した。

＜問題点・原因＞

◇現場責任者からの情報が現地に伝わっていなかった

◇警察と当社の意思疎通ができていたのか？

◇線路外に関する認識の違い（運転士：柵の外 警察：犬走り）

＜問題点・原因＞

◇廻しボンド取付の準備作業が追加になり、急遽第一間合いが追加になった。

◇名称を「上越線」で統一しており、信越線という名称があっても当該列車ということが判断できない。

◇営業と工務で略図の認識が異なっている。

＜対策＞

◇見張りダイヤ図に上越と信越のスジを被せて出力できたらわかりやすい。

◇仙台構内、水戸構内はブロック線閉をシステムで使用している。高崎駅でも活用できないか。

高崎駅構内にて、線路閉鎖作業中（分岐器部分交換準備作業）に、１６７Ｍが 35km/h で進

入、線路内に作業員を認め線閉表示板の４０ｍ手前で停車した。


